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議会費                                     

<議会費> 

（担当：議会事務局） 

議会事務事業           決算額 ４，４６３万円（４，４９３万円） 

この経費は、主として議員の報酬、定例会や臨時会、各委員会等の会議出席に伴う費用弁

償に使われる他、町議会の活動状況を広く町民に周知し、議会に対する理解と認識を深めて

もらうための議会広報発行費用、議事録作成にかかる会議録調製委託料、事務局職員の人件

費などに充てられました。 

 

■議員に関する経費 

●議員の報酬、議員共済負担金・事務費            ２，６７８万円 

●定例会や臨時会、各委員会、研修や視察などの費用弁償       ７４万円 

●議員公務災害補償組合負担金                    ６万円 

■職員に関する経費 

●事務局職員の給料、各種手当、共済組合負担金        １，４９８万円 

●事務局職員の普通旅費として                   １９万円 

■事務的経費 

●議会だより印刷費                        ７１万円 

●議会だより配付料                         １万円 

●車両燃料費、高速料金、駐車料金                  ４万円 

●法令集追録代や議会関連雑誌定期購読代、消耗品代         ２３万円 

●会議録調製委託料                        ７１万円 

■その他の経費 

●議長交際費                            ８万円 

●前議長肖像画                          １０万円 

 

【参 考】 

 

○宗谷管内町村議会議員年収比較 

（平成 26年 3月 31日現在） 

町村名 
順 議長 順 副議長 順 委員長 順 議員 

位 （円） 位 （円） 位 （円） 位 （円） 

中頓別町 ⑨ 2,520,000 ⑨ 2,280,000 ⑨ 2,220,000 ⑨ 2,112,000 

管内平均 3,418,775 2,800,187 2,632,799 2,485,911 

（順位は、宗谷管内８町１村中の順位） 
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総務費                                     

〈一般管理費〉 

（担当：総務課総務グループ） 

人事管理事務事業     決算額 ３億９，００７万円（３億９，１００万円） 

 特別職、一般職及び臨時職員の給料支払いの他、共済事務や健康診断などの福利厚生事務、

職員の研修や進退に関する事務など組織の内部管理事務のための経費です。  

一般会計で支出する職員の給与は、議会事務局職員は議会費、教育長を含む教育委員会職

員は教育費で支出し、それ以外の職員は総務費で支出しました。 

儀式典礼事業                 決算額 ８万円（１１万円） 

 自治記念式、楢原民之助氏慰霊祭等の儀式のために支出しました。 

 自治記念式は毎年４月１日に開催し、中頓別町の自治の発展に寄与された方々４名を表彰

して記念品を贈呈しました。 

行政改革事務事業                決算額 ２万円（３万円） 

 平成１７年度に策定した中長期行財政運営計画に基づき、適切に行財政改革を推進してい

くため、行政改革推進委員会を開催しました。 

町村会事務事業             決算額 ２５８万円（２５９万円） 

 宗谷町村会は、宗谷管内のすべての町村で組織し町村に共通する課題の解決や情報の収集

と提供、職員研修の共同実施などの事業を行っています。その運営に必要な経費は、町村の

規模等で決められ負担金として支出しました。 

※２４年度負担金 ２１３万円 

法制事務事業              決算額 ２００万円（２００万円） 

 平成１７年度から例規集の冊子を廃止し、Ｗｅｂ版例規集のみとし、平成２４年度から新

システムの導入により例規の制定改廃事務の効率化と経費の削減を図り、例規の改正等によ

るデータの更新費用とシステムの利用料等として支出しました。 

自衛官募集事務事業               決算額 １万円（２万円） 

 自衛隊員募集・確保のため自衛隊募集推進協議会と連携して円滑な活動を図りました。 

文書管理事務事業               決算額 ７２万円（７２万円） 

 適切な公文書管理と情報公開へ対応するために必要な統合文書管理システムの保守料とし

て支出しました。 

その他総務関連事務事業          決算額 ３７７万円（４０８万円） 

 上記の事業の他、総務の一般的な事務を行うために必要な経費を支出しました。 

 

〈財政管理費〉 

（担当：総務課総務グループ） 

地方債事務事業                 決算額 ４万円（４万円） 

 起債を適正に管理するためのシステムにかかる保守経費を支出しました。 
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物品管理事業              決算額 ２７７万円（３０６万円） 

 職員が業務上必要な事務用品(コピー機、印刷機にかかる用紙代や保守料など)の経費を支

出しました。 

その他財政関連事務事業           決算額 ５４万円（５０万円） 

 平成２２年度に導入した財務会計システムにかかる保守料などの経費を支出しました。 

 

〈文書広報費〉 

（担当：総務課住民グループ） 

広報広聴事業              決算額 ２０９万円（２２０万円） 

 情報公開は、町づくりの根幹であり、新たな目線で広報広聴事業に取り組みます。 

・広報誌なかとんべつの発行 

 町が抱える様々な問題や課題、町で起こっている出来事などをお知らせしています。特

集などを中心に紙面の見直しを進めながら内容の充実を図っていきます。 

・広報なかとんべつ お知らせ版の発行 

  月２回、健康相談の日程や行政のお知らせを発行し、町民への情報提供を図りました。 

・広報広聴活動 

町長と町民のみなさんとが、膝を交えて、活発的な議論ができる地域懇談会「町長がお

じゃまします」を実施しました。 

・街頭放送の実施 

町内の街頭放送を運営する中頓別町街頭放送協会に加盟し、町のお知らせなどを随時放

送しました。  

 

〈財産管理費〉  

（担当：産業建設課建設グループ） 

役場庁舎維持管理事業          決算額 ６１５万円（６００万円） 

庁舎の電気料や、電話料など建物の維持管理に関する経費を支出しました。 

町有財産維持管理事業       決算額 １，２０５万円（１，２２８万円） 

庁舎以外の町有財産に係る損害保険料や建物等の維持管理に関する経費を支出しました。 

・町有職員住宅水洗化工事 ２棟３戸         ２１７万円（２５０万円） 

・町有職員住宅解体工事  １棟            ６７万円 （７０万円） 

・松音知会館屋根修繕工事               ８４万円 （８７万円） 

 

〈企画費〉  

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

総合開発委員会事業             決算額 ２７万円（２９万円） 

 平成２４年度からスタートした第７期総合計画に基づき、豊かで住みよいまちづくり、誰

もが住んでよかった、いつまでも住み続けることのできるまちづくりを実現するため、計画



5 

 

の推進管理を重点的に行いました。 

 ・委員会の開催 本委員会 １回  外部評価委員会 ３回        ７万円 

 ・委員等旅費                             １万円 

 ・フォーラム講師報償費等 ２回                   １９万円 

町内対抗スポーツ大会補助事業        決算額 ３８万円（３８万円） 

 北緯４５度夏まつりにあわせて地域住民が楽しめる競技として町内対抗スポーツ大会を実

施しており、実行委員会に対して、その運営費の一部を補助しました。 

花とみどりのまちづくり推進事業       決算額 ３５万円（３８万円） 

 住民参加を基本に美しく快適で潤いのある生活環境をつくるため、公共施設に花樽の設置

を行ったほか、有志団体の協力により、旧開発跡地広場に花壇の整備を行いました。 

・花樽設置 １４施設 ４６樽 

・旧開発跡地広場花壇 ７面 

地方バス路線維持対策事業     決算額 １，４５９万円（１，４５９万円） 

 平成元年度にＪＲ天北線が廃止され、代替バスの運行が開始し、これまで関連市町村で連

携を取り、連絡調整協議会により様々な対策を検討してきました。 

平成２５年度においても、バス路線を維持するために必要な補助を行いました。 

 ・地域間幹線系統確保維持分                   ３０３万円 

 ・地域間幹線系統確保維持分（買支え）            １，１１５万円 

 ・市町村単独路線維持分                      ４１万円 

天北線バス定期運賃補助事業       決算額 １４４万円（１６０万円） 

 平成元年度にＪＲ天北線が廃止され、代替バスに転換となってから、通学生の通学費用の

軽減を図るために定期運賃に対して補助金を交付しています。 

補助実績 平成２３年度  ３２人 １４４万円 

        平成２４年度  ３２人 １５０万円 

        平成２５年度  ３０人 １４４万円 

環境保全活動推進事業              決算額 ３万円（４万円） 

環境の保全と創造を町民が自主的・主体的に進めていくため、条例･計画に基づいた推進に

努め、環境保全に関する事項について諮問するため、環境基本法の定めに基づき町環境審議

会を推進します。 

・環境審議会        １回                 ２万円 

・中頓別クリーンアップ週間                    １万円 

土地利用等規制対策事業             決算額 ５万円（５万円） 

 国土利用計画法に基づく規制、誘導や土地取引の届出事務に要する経費です。 

全国過疎地域自立促進連盟事業          決算額 ５万円（５万円） 

 過疎地域における産業、経済の開発振興と地域住民の生活、文化の安定向上を図る、全国

過疎地域自立促進連盟と連携し、過疎地域対策の充実強化を図っています。 
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北方領土復帰期成同盟事業            決算額 １万円（１万円） 

我が国固有領土である北方四島の返還を求めるため、全道の市町村や関係団体で組織する

北方領土復帰期成同盟に加盟しています。毎年、この北方領土問題に対する啓発活動に取り

組むとともに、北方領土返還要求署名運動を推進しています。 

自治会連合会運営補助事業        決算額 １３１万円（１３２万円） 

 自治会の育成指導、相互の連絡調整を図り、住民福祉の増進並びに地域振興発展に寄与す

ることを目的とする自治会連合会に対し補助金を交付しました。 

 ・各自治会に配分                         １３１万円 

いきいきふるさと推進事業          決算額 ３３万円（４０万円） 

 町内に転入された方には、中頓別で生活する上での必要な情報の提供を行います。 

 また、子育てに対しては祝い品の贈呈や支援を行い、地域が温かい気持ちで支えあうまち

づくりを目指します。 

 ・転入支援事業  中頓別町生活情報誌の配布              ２万円 

 ・子育て支援事業 出生祝金（商工会発行商品券 １人 30,000 円分）   １８万円  

          絵本プレゼント（１歳児、１歳６ヶ月児、３歳児を 

          対象に１人２冊を乳幼児健診時に手渡し）       ６万円 

          紙オムツ、紙オムツ用ごみ袋             ７万円 

地域づくり活動支援補助事業       決算額 ２０１万円（２３５万円） 

 町民による地域特性や地域資源を活かした地域づくりを推進する活動に対して補助金を交

付することにより、地域振興と町民福祉の向上を図ることを目的としています。 

 平成２５年度は次の事業に補助を行いました。 

  ・コミュニティ・レストラン開設事業（株式会社 自由起画） ２０１万円 

そうや自然学校事業            決算額 ６１０万円（６３３万円） 

 中頓別町やその周辺の自然環境を、そうや自然学校として、生涯学習の推進、環境教育、体

験型観光などの活動を地域住民、行政、地域産業、地域外と協働で進め、その取り組みをつな

げ発展させるとともに、地域内外の交流を図ることを目的に活動を展開しています。 

  ・人件費       ４１１万円 

  ・催事開催事業費    ３６万円 

  ・施設維持管理費   １５３万円 

  ・研修旅費等      １０万円 

◇ 子どもの教育（自然体験活動） 

   地域の方々から生活の知恵、自然の知識を子どもたちが学ぶ機会を提供し、単なる体験

や知識伝達ではない「自然と人の生活」が繋がった自然体験型・生活体験型環境学習を提

供しました。 

  ・学校支援活動                     １４事業 ６９０人 

  ・こども館支援活動                   １４事業 ２８５人 

  ・中頓別いいとこ探し隊                  ６事業  ７４人 
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  ・森もりキャンプ                     ２事業  ２８人 

  ・町内、町外研修の受入れ                 １事業 １１０人 

 ◇ 人材育成とネットワーク 

   豊かな自然とともに歩んできた中頓別の歴史・文化に触れ、地域の宝を再発見、再発掘

する学びと交流の場を提供しました。 

  ・生活職人、スタッフ等スキルアップ事業          ２事業   ４人 

  ・指導者養成講座                     ４事業  ５４人 

  ・ものづくり講座                     ３事業  ６０人 

 ◇ 体験型（観光）ツーリズム 

   この地に住み暮らす方々と過ごす「時の流れ」を感じるプログラムを企画実施し、都市

では感じることのできない、心豊かになれる中頓別の過ごし方を提供しました。 

  ・なかとんべつ体験観光ツアー               １事業   ３人 

  ・町内外団体の受入れ等                  ５事業  ６２人 

 ◇ 環境保全活動 

   中頓別の自然環境を保護するための調査や保全活動を実施しました。 

  ・頓別川清掃カヌー等                   ２事業  ５２人 

 ◇ 地域情報の発信 

   自然学校の取り組みや地域活動について情報発信を行いました。 

  ・各種取材受入等                     ４事業  １０人 

  ・その他打ち合わせ等                  ２５事業  ７２人 

    参加利用者数 延１，５０４人 

移住定住促進事業               決算額 ３６万円（３６万円） 

 平成１８年度から北海道移住促進協議会に参画し、移住・定住を促進するための事業に取り

組んできています。 

現在は、３棟のおためし暮らし用住宅を用意して受入れを行っており、平成２５年度には６

組１４名の方が利用されました。この取り組みをきっかけとして二地域居住や移住へと繋げて

いけるように今後もこれを継続していきます。また、大阪で開催された北海道暮らしフェアに

参加して、本事業のＰＲを行いました。 

  ・北海道移住定住促進協議会会費                  ５万円 

  ・諸会議等出席のための旅費                    ４万円 

  ・北海道暮らしフェア参加費                   ２７万円 

移住体験事業実績                

 おためし暮らし 二地域居住 完全移住 

～H21 27 組 60人 延 686日 １組３人 １組３人 

H22 ６組 10人 延 134日 1組３人  

H23 12 組 26人 延 556日 ２組６人  

H24 ６組 11人 延 481日  ２組２人 
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H25 ６組 14人 延 417日  ２組４人 

計 57 組 121 人 延 2,274 日   

中頓別自然ふれあい活動推進事業        決算額 １０万円（９万円） 

頓別川を代表とする豊かな自然の姿を見つめ直すため、環境保全（教育）活動の一環とし

て様々な調べ活動を実施しています。 

平成２５年度は、河川の水質調査を実施したほか、外来種であるセイヨウオオマルハナバ

チに関する講習会を開催しました。 

消費者行政活性化事業            決算額 １４万円（１４万円） 

消費生活相談窓口の機能強化と消費生活相談員等の資質向上を図るとともに、被害予防に

関する普及啓発に努めました。 

・稚内消費者センター負担金                   １４万円 

定住自立圏事業               決算額 ７６万円（７７万円） 

中心市宣言（定住自立圏構想推進要綱第４に規定）を行った「稚内市」「名寄市及び士別市」

と相互に役割を分担し連携しながら、定住に必要な都市機能及び生活機能を確保し、安心し

て暮らせる定住自立圏を形成することを目的に取り組んでいます。 

 ・諸会議等出席のための旅費                    １万円 

 ・第２次救急医療事業負担金（北・北海道中央圏域定住自立圏）   ７５万円 

業務マネジメント運営事業          決算額 ６９万円（６９万円） 

第７期中頓別総合計画の推進管理と行政評価の実施体制の充実を図るためのシステム運営

経費です。 

地上デジタル放送共聴アンテナ改修事業 

決算額 １，６０７万円（４，４１０万円） 

※予算額のうち、２，８０３万円は繰越明許費です。 

地上デジタル放送難視状況にある地域（世帯）の恒久的な対策を講じるため、「中頓別・旭

台・上駒」地区を対象とした地上デジタル放送共聴アンテナ設備を整備しました。 

市街地照明灯ＬＥＤ化改修事業  決算額 ２，３２８万円（２，３２８万円） 

全国的に省エネへの取り組みが進められる中、町としても具体的な方策の一つとして町内

の道路照明灯及び防犯灯をＬＥＤ照明灯へと更新しました。 

東日本大震災子ども支援事業         決算額 ４９万円（４９万円） 

 東日本大震災に伴う福島原子力発電所事故等により被災された子どもたちに、のびのびと

当たりまえの夏休みを過ごしてもらおうと、小学１年生から中学１年生までの児童生徒８名

が来町。豊かな自然環境の中で様々な体験活動を行いました。 

企画総務事業              決算額 ２１８万円（２２７万円） 

上記の事業の他、まちづくり推進課の一般的な事務を行うために必要な経費です。 

 ・臨時職員賃金                         １９４万円 

 ・職員旅費等                           ２４万円 
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〈公平委員会費〉 

（担当：公平委員会書記長） 

公平委員会事務事業               決算額 ２万円（２万円） 

 この経費は、公平委員 3名の報酬に充てられました｡ 

 

〈生活安全推進費〉 

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

生活安全推進事業              決算額 ７７万円（８９万円） 

生活安全事業                          ２３万円 

平成 25 年 5月 3日を以って町内における交通事故死ゼロ 3,500 日の達成となりました。

今後も、関係団体との一層の連携を図るとともに、交通事故撲滅をめざし、交通安全意識

と啓蒙を図り、町民の安全を確保します。 

また、高齢者世帯や児童を不審者等から守る活動等が重要であることから、警察、ボラ

ンティア団体などと連携し、町内巡視などを引き続き取組んでいきます。 

・道交通安全推進委員会負担金                  ３万円 

・啓発資材、消耗品、燃料代等                 ２０万円 

交通指導員事業                          ３７万円 

 交通安全対策を推進するため、交通指導員を委嘱して活動を推進しているほか、安全啓

発活動などを行っています。今年度は５月に交通事故死ゼロ 3,500 日を達成しましたので、

今後は、平成 26年 9月 15日の 4,000 日を目標とし、全町民一丸となって取り組みを強化

します。 

・交通指導員の報酬及び費用弁償                ３７万円 

 平成２５年度出動状況 

月 日 出動した行事名 出動人員 

4/8～4/12 春の交通安全運動 新入学児童街頭指導 １０ 

4/10、4/15 春の交通安全運動 一斉パトライト作戦 １０ 

5/9 中頓別小学校青空教室・街頭指導 ２ 

5/19 春季消防演習 ３ 

5/29 パトライト作戦 ５ 

6/2 鍾乳洞まつり ５ 

7/10～7/12 夏の交通安全運動 通学児童街頭指導 ７ 

7/10、7/19 夏の交通安全運動 一斉パトライト作戦 １２ 

7/17 認定こども園こぐまクラブ街頭啓発 ３ 

7/22、7/23 中頓別神社祭典 

（小学校鼓笛パレード、渡御、宵宮祭） 

１１ 

8/3 北緯４５度夏まつり ５ 

8/4 スポーツフェスティバル ３ 
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8/15 商工会盆踊り ２ 

8/20 交通事故慰霊祭 ２ 

8/21、8/30 特別活動パトライト作戦 １０ 

9/1 町民駅伝競技大会・小学生マラソン大会 ３ 

9/20,9/30 秋の交通安全運動 一斉パトライト作戦 １２ 

9/24～9/27 秋の交通安全運動 通学児童街頭指導 ８ 

9/26 老人クラブ連合会街頭啓発 ３ 

11/18～11/19 冬の交通安全運動 通学児童街頭指導 ４ 

11/14、11/22 冬の交通安全運動 一斉パトライト作戦 ４ 

1/25 北緯４５度しばれまつり ５ 

合 計  １２９ 

 

  地域生活安全協会補助事業                   １７万円 

 地域住民の生活を守る活動の充実を図るため地域生活安全協会に対し、その運営費の一

部を補助しました。 

 

〈防災会議費〉  

（担当：総務課総務グループ） 

防災対策事業              決算額 ３７７万円（３７９万円） 

町民の生命と財産を守るため防災会議を開催し、防災訓練・防災備品の整備に係る経費を

支出しました。 

 

〈バス転換関連施設維持管理費〉 

 （担当：産業建設課建設グループ） 

天北線バス関連施設維持補修事業     決算額 ３３３万円（３４０万円） 

バス路線の円滑な運行やバス利用の促進を図るため、バスターミナル等の維持管理にかか

る経費を支出しました。 

 

〈情報推進費〉 

（担当：総務課総務グループ） 

中頓別町電子自治体推進事業   決算額 ２，０５１万円（２，１２３万円） 

国が進める電子政府・電子自治体に対応し、平成 16年度から本町も地域情報化、行政情報

化を整備し、合理的かつ効果的な行政事務の改善とサービスの向上を図ってきました。 

これら電子自治体等の機器、システムの保守や維持に必要な経費に加え、今年度は職員用

端末の更新に係る経費も支出しました。 
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〈税務総務費〉  

  （担当：総務課住民グループ） 

町民税事業               決算額 １４８万円（１５０万円） 

 個人住民税の賦課業務に要した経費です。 

 今年度は、平成２５年１月１日から始まった地方税の電子申告に対応するためのシステム

構築を行いました。    758 千円 

固定資産税事業             決算額 ２０３万円（２１６万円） 

 土地・家屋・償却資産の賦課業務に要した経費です。 

 今年度は、３年に一度の評価替え（次回平成２７年１月１日）のための標準宅地鑑定評価

業務を行いました。    756 千円 

軽自動車税事業               決算額 １５万円（１５万円） 

 軽自動車税の賦課業務に要した経費です。 

法人税事業                 決算額 ３５万円（３６万円） 

 法人税の賦課業務に要した経費です。 

納税管理事業                決算額 １９万円（２３万円） 

 徴収簿収納管理、滞納税額の管理及び個別徴収に要した経費です。 

税務庶務事業                決算額 ２８万円（３６万円） 

 予算管理、条例整備、文書管理等及び各種庶務事務に要した経費です。 

所得税確定申告関係事業           決算額 ６３万円（７２万円） 

 所得税の確定申告書の作成及び税務相談を受けることによって、相談者への利便性を図り

ました。 

 

〈戸籍住民登録費〉  

（担当：総務課住民グループ） 

戸籍事務事業                 決算額 ３３万円（３６万円） 

 戸籍法に基づき、戸籍・除籍・改製原戸籍の管理及び発行や住民に関する事務処理に要した

経費です。 

 今年度は、戸籍用タイプライターの分解掃除を実施しました。   153 千円 

 

戸籍住民事務事業            決算額 ２２３万円（２４４万円） 

 住民情報システムにより、市町村における住民の居住環境の公証、選挙人名簿の登録その

他住民に関する事務処理の基礎となるもので、住民に関する記録を正確かつ統一的に行うシ

ステムの保守管理業務を委託しています。 

 今年度は、平成１９年度に更新した住民基本台帳ネットワークの更改を行いました。 

                               1,103 千円 
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〈選挙管理委員会費〉 

         （担当：選挙管理委員会事務局） 

選挙管理委員会事業             決算額 ６６万円（７０万円） 

この経費は、主に選挙管理委員（４人）の報酬、費用弁償等を支出しました。 

 

〈選挙啓発費〉〈在外選挙費〉            決算額 ０万円（０万円） 

 （担当：選挙管理委員会事務局） 

 新たに選挙権を得た新成人などに選挙の大切さを理解してもらうため、成人式にパンフ

レットを配布しました。国外に居住する在外選挙人の名簿登録事務に係る郵便料について

は請求がなかったことから未執行になりました。 

 

〈参議院議員選挙費〉           決算額 ２８３万円（２８３万円） 

   （担当：選挙管理委員会事務局） 

 参議院議員通常選挙が平成２５年７月２１日に執行され、その選挙事務に支出した経費

です。 

 

〈統計調査費〉                決算額 １３万円（１３万円） 

（担当：総務課住民グループ） 

統計調査業務事業                       １３万円 

 ・工業統計調査                            2.3 万円 

   経済産業省が毎年行う工業（製造業）の実態を把握する調査です。 

 ・学校基本調査                            0.8 万円 

   文部科学省が毎年行う幼稚園から高校までの生徒数等の実態を把握する調査です。 

 ・経済センサス－調査区管理                      0.4 万円 

   今後実施予定の経済センサス活動調査を円滑に行うための基礎調査内容の修正等の事

務です。 

・住宅土地調査                            7.3 万円 

住宅・土地統計調査の実施に向けた、基礎調査です。 

 ・商業統計調査                            0.7 万円 

   商業を営む事業所の実態を明らかにし、商業に関する行政施策の基礎資料を得るため

の調査です。 

 ・経済センサス                            0.7 万円 

   全ての事業所・企業の経済活動の状況を明らかにする調査です。 

 ・農林業調査                             1.1 万円 

   農林業・農山村の現状と変化を的確に捉え、きめ細かな農林行政を推進するために、

農林業を営んでいるすべての農家・林家・法人を対象にする調査です。 
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〈監査委員費〉  

(担当：監査委員書記) 

監査委員事務事業              決算額 ８４万円（８５万円） 

 この経費は、監査委員２名の報酬や監査業務に伴う費用弁償などに充てられました｡ 

 

〈社会資本整備総合交付金事業費〉 

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

社会資本整備総合交付金事業         決算額 ４８万円（４８万円） 

 社会資本整備総合交付金は、地方公共団体等が行う交通安全の確保や経済基盤の強化、生

活環境の保全等の社会資本の整備に対して国から交付金が交付されるものです。 

 平成２５年度に実施した事業は以下のとおりです。 

・観光看板整備事業  ４８万円 

 

 

民生費                          

〈社会福祉総務費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

高額療養費一部負担金貸付事業          決算額 ０万円（０万円） 

 中頓別町国民健康保険の被保険者が高額な療養費を医療機関に支払う際に一時的にその一

部負担金を貸付する事業です。 

 平成２２年度から平成２５年度までの貸付実績はありませんでした。 

社会福祉協議会運営補助事業       決算額 ６４５万円（６４６万円） 

 社会福祉協議会の運営に係る経費の一部を助成します。主に社会福祉協議会の職員２名の

人件費です。 

社会福祉総務事業            決算額 １６０万円（１６９万円） 

 他に区分されている事務事業以外で、社会福祉事業に要する諸経費を計上しています。ま

た、灯油価格高騰により、一定の要件を満たした高齢者世帯、ひとり親家庭等世帯に対し暖

房用燃料購入費の一部を助成しました。 

 福祉灯油助成事業  １，３２０千円（４４世帯×３０千円） 

 その他          ９３千円 

戦没者慰霊祭開催事業              決算額 ６万円（８万円） 

 戦争によって亡くなった中頓別町の戦没者に対し、追悼の意を表し恒久平和への誓いを新

たにするため、５月３１日に開催し、遺族９名、来賓２８名の参列者で行われました。 

民生委員協議会運営補助事業       決算額 １８１万円（１８７万円） 

 民生委員・児童委員で構成する中頓別町民生委員協議会に対し、その運営費の一部を補助

します。協議会は、各民生委員の担当地区における生活状態の把握、高齢者等の安否確認、



14 

 

保護の指導、社会福祉事業施設や関係行政機関との連携等の任務の遂行と円滑な運営を図る

ことを目的としています。 

福祉バス購入事業            決算額 ３４３万円（３４４万円） 

 老人クラブ、障がい者（児）団体及び各種グループのレクリェーション、集会の送迎や関

係団体の実施する事業等に利用する福祉バスを購入しました。 

 <購入車両> 

   トヨタコミューター（４ＷＤ・４Ａ/Ｔ） １４人乗 

 

〈老人福祉費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

建設資金償還金補助事業         決算額 ６８５万円（６８５万円） 

 社会福祉法人南宗谷福祉会が平成９年度にデイサービスセンター・在宅介護支援センター

を建設した際に借入れた長期借入金の償還金に対する補助をしました。 

 この事業は、社会福祉事業法及び中頓別町社会福祉法人の助成に関する条例に基づくもの

です。平成２５年度は、元金６，１７０千円、利息６８０千円の償還となっています。 

 ※この事業は、平成２６年度に繰上償還し事業が完了しました。 

敬老会開催事業               決算額 ４５万円（４６万円） 

 ７５歳以上の高齢者を対象に、９月１３日、町民センターで該当者１２８名、来賓１４名

の出席により敬老会を開催しました。 

 喜寿を迎える方２２名には、記念写真の贈呈をしました。 

高齢者事業団運営補助事業          決算額 ５０万円（５０万円） 

 高齢者事業団の運営に係る高齢者事業団開拓員活動事業に対し助成しています。 

 このうち３分の２が道補助となっています。 

高齢者乗合自動車無料乗車券交付事業     決算額 ７２万円（７２万円） 

 町内の７５歳以上の高齢者に対し、町内のバス路線区間に限り無料で乗車することができ

る乗車券を交付しています。平成２５年度末現在２３８名に交付しています。 

高齢者等スポーツレクリェーション大会開催事業  決算額 ５万円（５万円） 

 町内に居住する６５歳以上のお年寄りや身体障害者及び知的障害者の福祉活動の一環とし

て、８月８日に開催し、軽スポーツ活動を通し、健康増進と融和・親睦を深めました。 

在宅老人デイサービスセンター等運営事業 決算額 ８１５万円（８１５万円） 

 在宅老人デイサービスセンターは、在宅の要援護老人等に対し、通所の方法により各種サ

ービスを提供し、生活の助長、社会的孤立感の解消、心身機能の維持向上を図るとともに、

その家族の身体的、精神的な負担の軽減を図っています。 

 この事業は、社会福祉法人南宗谷福祉会に委託しています。 

除雪サービス事業            決算額 １４５万円（１４５万円） 

 一人暮らしのお年寄りや、お年寄りだけの世帯で、積雪による外出の不安や、冬期間の生

活環境支援のために、除雪に係る労力を確保できないと認める世帯に対して、積雪時に玄関
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前など住宅周辺の除雪を行いました。 

 この事業は、社会福祉協議会に委託して実施されています。 

生きがい活動支援通所事業            決算額 ０万円（０万円） 

 デイサービスセンター長寿園において、生きがい活動援助員を配置し、利用対象者のニー

ズ及び身体の状況に応じ、きめ細かなサービスを提供します。 

 利用対象者は、介護保険での介護認定がでていない方が対象となります。 

 平成２５年度の事業対象者はいませんでした。 

中頓別町ピンネシリ温泉入館料助成事業    決算額 ５６万円（８８万円） 

 町内に住んでいる７０歳以上のお年寄りや心身障害者、知的障害者の憩いの場の提供と心

身の健康増進のために、１４８名に入浴券を交付しました。利用者は延べ２，５２５名でし

た。 

 入浴料３８０円のうち、１６０円（入湯税含む）が自己負担となります。 

訪問介護サービスセンター運営事業 決算額 １，０５４万円（１，０５４万円） 

 在宅者の要介護老人及び障害者等に対して、ホームヘルパーを派遣する事業として、訪問

介護サービスセンターの運営を社会福祉法人南宗谷福祉会に委託している経費です。 

 平成２５年度は、１４５名（延８３１名）が利用しました。 

老人クラブ連合会運営補助事業        決算額 ３２万円（３２万円） 

 老人クラブ連合会の運営に係る経費の一部を助成しています。 

老人ホーム入所事業     決算額 １億 ６１７万円（１億 ６０２万円） 

 町内外の老人ホームに入所している方の入所費用を支出しています。入所者本人と扶養義

務者は所得に応じた費用負担があります。 

 平成２６年３月末日現在の養護老人ホーム長寿園の入所者は５５名で、そのうち４８名が

本町の措置者となっています。 

老人福祉事業           決算額 ３，５１１万円（３，５１３万円） 

 後期高齢者医療広域連合療養給付費市町村負担金などを計上しています。 

 療養給付費市町村負担金については、被保険者数及び給付費見込みを市町村ごとに算出し

ています。 

後期高齢者見舞い金助成事業      決算額 ５９８万円（１，０１７万円） 

 後期高齢者に対し医療に要する経費の一部を助成することにより、医療費の負担を軽減し、

地域で安心して生活できるよう、後期高齢者の福祉の増進を図ります。 

 見舞金の額は、医療機関等に支払った医療費等のうち月額２千円以内を助成しました。 

 平成２５年度は、３０８名に助成しています。 

国保病院患者送迎事業          決算額 １６５万円（１９４万円） 

 高齢者や通院が困難な方を、市街地を除く町内全地域を対象に週２回行っている病院患者

送迎サービスを実施しました。 

 平成２５年度の利用者は６４１名でした。 
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〈国民年金費〉  

                          （担当：総務課住民グループ） 

国民年金事務事業                決算額 ４万円（４万円） 

 法令に基づき、市町村が行わなければならない業務で、照会業務等に要した経費です。 

 

〈障害者福祉費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

障害者医療費給付事業          決算額 １１６万円（１６１万円） 

 身体に障がいがある方の身体的負担（人工透析や人工関節等）を軽減したりすることで、

日常生活が容易になるよう行われる医学的処置、薬剤、治療、材料などの給付を行う医療費

の一部を助成しました。 

 平成２５年度は、入院２件（肢体不自由・内臓障害）、入院外２件（内臓障害）に助成しま

した。 

障害者総合支援給付事業      決算額 ７，６４５万円（８，１６８万円） 

 障害者自立支援法の施行に伴い、障がい者の日中系サービス、居住系サービス、短期入所、

児童デイサービスといった障がい福祉サービス費の負担です。 

 現在、サービスを利用している方々は、生活保護１５名、施設入所１３名、共同生活介護

（グループホーム）９名、就労継続支援（Ｂ型）７名、短期入所１名、児童デイ２名がサー

ビスを利用しました。 

 また、身体の障がいある方の自立した日常生活を過ごすために補う補装具７件（補聴器４

件、電動車椅子１件、車椅子１件、松葉杖先ゴム１件）の交付を行いました。 

障害者福祉事業                決算額 ６万円（１０万円） 

 障がい者福祉事業に要する諸経費を計上しています。 

地域生活支援事業            決算額 ２０２万円（２５９万円） 

 障がい者（児）が、安心して暮らすことのできる地域社会の実現、自立した日常生活又は

社会生活を営むことができることを目的として、研修会の開催や、日常生活用具１０８件の

給付を行いました。 

 

〈災害救助費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

災害救助事業                  決算額 ０万円（０万円） 

 暴風、豪雨等の自然災害により死亡された町民の遺族に対する災害弔意金や被災世帯の生

活の立て直しのための災害援護資金の貸付を行うための経費です。 
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〈重度心身障害者特別対策費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

重度心身障害者医療給付事業       決算額 ８７６万円（８４５万円） 

 心臓、腎臓、呼吸器、膀胱、直腸、小腸、免疫若しくは肝臓の機能障がいである１級から

３級の障がいに該当している方などの医療費の一部を助成しました。 

 

〈地域福祉対策事業費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

緊急通報システム事業            決算額 ７４万円（８６万円） 

 ひとり暮らしのお年寄りや身体の不自由な方などの、増え続ける独居世帯者の安心を確保

するために、緊急通報システム端末の貸与を行っています。 

 平成２５年度末現在、安全センター１４戸、健康づくり財団４戸の設置となっています。 

福祉ハイヤー助成事業          決算額 ３２０万円（４１３万円） 

重度肢体不自由者等、７０歳以上の高齢者（一部制限があります）の通院などが容易にな

るように、タクシーチケット（１枚５００円）を支給します。交付枚数は、４８枚です。 

自家用車を所有している方の配偶者（７０歳以上）にも年間２４枚交付します。 

 年度途中での交付該当者は、年間交付枚数を月割で交付します。 

 

〈介護福祉センター費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

介護福祉センター管理事業        決算額 ３１６万円（３４６万円） 

 介護福祉センター及び保健センターの光熱水費など、施設の維持管理に係る経費です。 

 

〈次世代育成支援対策費〉  

（担当：こども館） 

次世代育成支援対策事業           決算額 ５１万円（５１万円） 

 未来を担う子ども達のために、地域に開かれた認定こども園として、積極的に老人福祉施

設や、お年寄りとの世代間交流を取り入れることで、豊かな人間性を身につけることを目的

としてきました。また、町内の子ども達の健やかな成長ぶりを見守ったり、小学校・中学校・

高校生（町内在住の高校生）との交流を持つことによって、社会性や協調性を養うことも目

的としてすすめてきました。 

事業名 交流区分 内  容 参加人数 

 

 

 

 

保育所地域活動事業 

世 こども園花壇づくり 18名 

世/異 運動会 175名 

世/異 盆祭り 123名 

世/異 オペレッタ観劇 65名 

世/異 人形劇観劇 46名 
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（世代間交流） 

（異年齢児交流） 

異 畑づくり 35名 

異 保育士にチャレンジ 36名 

異 子ども健康支援体操 58名 

異 子ども健康支援体操 52名 

世/異 しめ縄講習会 41名 

世/異 マジックショー 76名 

異 放課後交流 29名 

 

〈介護予防費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

介護予防事業              決算額 １２５万円（１３７万円） 

 介護保険法に基づく、介護予防支援サービス（予防ケアプランの作成、サービス事業者と

の連絡調整等）を行うための経費を支出しました。 

 

〈乳幼児医療費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

乳幼児等医療給付事業          決算額 ２９４万円（２８２万円） 

 満１８歳までの子どもたちに対し医療費の無料化を図り、疾病の早期診断と早期治療を促

進し、乳幼児等の保健の向上と福祉の増進、子育て世代家庭の経済的負担の軽減を図ってい

ます。 

 

〈児童措置費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

児童手当支給事業         決算額 ２，５７３万円（２，５６８万円） 

 児童を養育している方に手当を支給することにより家庭における生活の安定に寄与すると

ともに、次代の社会をになう児童の健全な育成及び資質の向上に資することを目的に年３回

支給しています。 

障がい児生活支援事業           決算額 ４０万円（２１９万円） 

 南宗谷子ども通園センター負担金や図書購入費などです。 

 

 

〈ひとり親家庭等医療給付費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

ひとり親家庭等医療給付事業         決算額 ２０万円（７１万円） 

ひとり親家庭等の健康の保持を図るため、医療費の一部を助成します。 
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〈児童福祉施設費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

児童福祉施設事業              決算額 １１万円（１１万円） 

 小頓別公園の管理委託料を計上しています。 

 

〈認定こども園費〉  

（担当：こども館） 

認定こども園事業         決算額 １，４３２万円（１，４８８万円） 

 小学校就学前の子どもを対象とし、一人ひとりの子どもの状況や発達過程を踏まえ、地域

の実情に応じた創意工夫のある、教育及び保育を一体的に行ってきました。 

  

〈放課後児童健全育成費〉  

（担当：こども館） 

放課後児童健全育成事業         決算額 １３４万円（１３８万円） 

 就労等により、保護者が昼間家庭にいない小学生を対象として、家庭的機能の補完をしな

がら遊び及び生活の場を提供し、児童の健全育成を図ってきました。 

 

〈地域子育て支援費〉  

（担当：こども館） 

地域子育て支援事業             決算額 ３８万円（４０万円） 

 すべての子育て家庭を対象に、親子の集いの場の提供や、子育てに関する情報提供、及び

相談事業を行ってきました。 

講演会（年１回） 

講 座（年４回） 

遊びの広場（月４回～７回） 

子育てサロン（月１回） 

子育て相談事業（随時） 

 

〈養育等医療費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

養育等医療事業                決算額 ７万円（６０万円） 

 養育医療費及び育成医療費に係る経費を計上しています。平成２５年度では、育成医療１

件に対し給付しています。 
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衛生費                          

〈予防費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

感染症予防事業                決算額 ７万円（１０万円）   

 感染症法に基づく結核検診や北海道エキノコックス症対策実施要領に基づくエキノコック

ス検診を行いました。結核検診は６５歳以上の方を対象とし３人の方が、エキノコックス検

診は個別案内を小学生５・６年生、中学１年生に行い２２人が受診しました。 

健康教育事業                  決算額 ９万円（９万円） 

 南宗谷３町で開催している難病医療講演会を、中頓別町で開催し、「もの忘れ」について理

解を深めました。また、ストーマ（人工肛門）を持った方の皮膚のケアについて、個別の相

談の場を設けました。 

保健予防事業              決算額 ６１２万円（６２１万円）   

 保健予防全体に係わる事業（会議・研修・車両維持・システムの更新等）を円滑に推進し

ます。 

予防接種事業              決算額 ５３５万円（５６２万円）   

 予防接種法に基づき定期の予防接種（ＢＣＧ、ポリオ、四種混合、麻しん風しん、６５歳

以上の方のインフルエンザ、子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌）を医療機関に委託し、実

施しました。子宮頸がんについては国からの勧告により積極的勧奨を控えています。任意の

予防接種（６５歳未満の方のインフルエンザ、７０歳以上の方の肺炎球菌）を受ける方につ

いては費用の一部を助成しました。 

 

〈母子衛生費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

母子健康相談健康教育事業            決算額 ８万円（９万円） 

 妊婦・乳幼児の健康相談、栄養相談、離乳食教室などの健康教育事業を実施し、安心して

子どもを生み育てることができるように支援しました。 

母子健診事業              決算額 １４２万円（１７８万円） 

 母性と乳幼児の健康の保持増進を図る事を目的に、妊婦の健康診査に対する助成、乳児健

診、1歳 6ヶ月児健診、3歳児健診を行いました。さらに精密検査が必要な方には費用の一部

を助成しました。 

母子歯科保健事業               決算額 ９万円（１０万円） 

 乳幼児の虫歯予防のための歯科医師による健診と歯科衛生士によるフッ素塗布と歯科指導、

保健師、・栄養士による相談等を年に３回実施、のべ７３人の利用がありました。 
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〈環境衛生費〉  

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

一般廃棄物処理事業        決算額 ９，０２０万円（９，４５９万円） 

 一般廃棄物処理については、可燃ごみ及び生ごみは、南宗谷衛生施設組合において処理し、

リサイクル及び不燃ごみの処理は、町において分別収集をしました。 

・ 南宗谷衛生施設組合負担金                ５，９３７万円 

・ ごみ処理事業（収集・埋立処分場管理等）委託料      ２，９０３万円 

・ その他ごみ袋購入、販売委託料等               １８０万円 

環境衛生事業                決算額 ２９万円（３６万円） 

 住みやすい環境の確保のため、狂犬病予防・有害駆除（スズメバチ等）・エキノコックス症

媒介動物（キツネ）対策及び環境美化に要する経費です。 

 平成２５年度は、７６頭の畜犬に対し狂犬病予防注射を実施しました。 

合併処理浄化槽設置整備事業       決算額 １７９万円（１７９万円） 

 合併処理浄化槽を整備しようとする方に対し、合併処理浄化槽設置整備事業補助要綱に基

づき助成しました。平成２５年度は２件の合併処理浄化槽の整備に対し助成しました。 

 

〈墓地火葬場費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

墓地火葬場維持管理事業         決算額 １３８万円（１４６万円） 

 町内に設置されている５ヶ所の墓地と火葬場１ヶ所の維持管理に要する経費です。 

 

〈診療所費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

歯科診療所施設整備事業      決算額 ５，７９２万円（６，０７８万円） 

歯科診療所の増改修工事を行い、充実した地域の歯科保健、歯科診療ができるように支援

しました。 

 

〈地域保健対策費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

地区組織活動事業              決算額 ３９万円（４３万円） 

 各地区から選ばれた保健推進員とともに健康づくりに取り組みました。 

  ・1年間の保健事業をのせた健康カレンダーを全戸配布しました。 

 

〈健康増進費〉 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

がん検診事業              決算額 ３０６万円（３６４万円）                         

 各がん検診（胃がん、肺がん、大腸がん、前立腺がん、子宮がん、乳がん）を実施し、が
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ん患者を早期に発見し、早期治療に結びつくように援助しました。 

 実施にあたり、子宮がん検診、乳がん検診、大腸がん検診については特定の年齢の方に検

診の個別勧奨を行うとともに、検診を無料で受けられるクーポン券を発行し、より多くの方

にがん検診を受けていただけるよう働きかけを行いました。 

 各がん検診の受診数は、胃がん検診１９３人、肺がん検診２１４人、大腸がん検診２１８

人、子宮がん検診６２人、乳がん検診７８人です。 

健康教育事業                決算額 ９５万円（９６万円） 

 各地区等での健康相談や健康教室などを通して、より健康的な生活が継続できるように支

援を行いました。健康増進法に基づく４０～６４歳の健康教育は５９回４３５人、健康相談

は７０回２１２人の参加がありました。また、機能訓練事業などを通して、閉じこもり予防、

介護を要する状態になる事を予防するための支援を実施しました。その他、保健師、栄養士

は随時家庭訪問を行いました。 

健康診査事業                決算額 ６５万円（６５万円） 

 健康増進法に基づく健康増進事業（骨粗鬆症検診、肝炎ウイルス検診）の他、同法施行規

則に定める健康診査及び保健指導（医療保険者が行う特定健診等の対象以外の方）を実施し

ました。個別の健診結果をもとに生活習慣病予防や改善に向けた支援を行いました。 

歯科保健事業                決算額 ５０万円（５４万円） 

 80 歳で 20 本の歯を保つことでさらに豊かな生活ができるよう、生涯を通した歯の健康づ

くりを推進します。特定健診等とあわせて８０２０さわやか健診を行いました。幼児・児童・

生徒にブラッシング指導を行い、虫歯予防ができるように支援しました。 

健康増進事務事業             決算額 １１９万円（１２２万円） 

 健康増進法に基づく事業（会議・研修・車両維持等）を円滑に推進しています。 

 

 

労働費                         

〈労働諸費〉  

                  （担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

緊急雇用創出対策推進事業        決算額 ５１２万円（５５８万円） 

 地域における雇用問題に関して関係機関と連携し、各種雇用対策の円滑な推進を図りまし

た。 

 ・集落活動支援事業                      ２９８万円 

 ・地産地消とコミュニティ・レストラン事業           ２１３万円 

 ・諸会議等出席のための旅費                    １万円 

稚内雇用対策協議会関係事業           決算額 ０万円（１万円） 
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農林水産業費                       

〈農業委員会費〉  

（担当：農業委員会事務局） 

農業委員会活動促進事業         決算額 １８８万円（１８８万円） 

  農業委員会等に関する法律に規定する事項に係る法令事務及び中頓別町農業委員会に対す

る事務委任に関する規則に基づく町から事務委託されている事務（農地の所有権移転・賃貸

借や転用等）の執行を行いました。また、広報活動やホームページを通じて農業委員会の情

報提供を行うとともに、地区別懇談会を開催し農業者の意見を聞きながら事務を進めました。 

農地制度実施円滑化事業           決算額 １６万円（１６万円） 

 農地パトロール時における農地の利用状況調査や耕作放棄地全体調査を通じて遊休農地

や耕作放棄地の防止・解消を図るとともに、新農地法に関する農業委員及び職員の研修を

実施しました。 

農業担い手対策事業             決算額 ３３万円（３３万円） 

  中核となる農業者（認定農業者）の拡大を図るとともに、妻や農業後継者の役割を明確

にし、家族経営の安定を促進する家族経営協定の締結促進に努めました。また、後継者の

いない高齢農業者への戸別訪問を実施し第三者継承による新規参入の促進を行うとともに、

中低年齢の独身の農業後継者や経営者に対してパートナーとの出会いの場を提供するなど

の事業を実施しました。 

農地基本台帳管理事務事業            決算額 ３万円（３万円） 

  農地基本台帳には、番地ごとの農地の基本的な情報が整備されており、農業振興地域整

備計画の樹立や農政活動の基礎となる資料となっています。農地の所有権移転や利用権の

移転に際して情報を更新し、適切な管理を行なってきました。 

 

〈農業振興費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

認定農業者支援事業           決算額 １１４万円（１１４万円） 

本町農業の中核的な担い手として、経営規模の拡大や集約化、複合化などによって、魅

力ある経営実践を目指す意欲ある農業者を「認定農業者」として町長が認定し、各種の支

援を行いました。 

○農業経営基盤強化資金利子助成事業 

 法律に基づいて、積極的な経営を展開する認定農業者が借り入れた「農業経営基盤強

化資金（通称：Ｌ資金）」に対する利子の助成を行いました。 

中頓別町農業体験交流施設（食彩工房「もうもう」、体験農園「オガル」） 

管理運営事業              決算額 ６４４万円（６４５万円） 

  中頓別町農業体験交流施設の施設管理運営費です。 
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  ○中頓別町農業体験交流施設の管理の代行のための指定管理料 ６００万円 

   ・管 理 施 設  農産物加工研究施設（食彩工房「もうもう」） 

           農業体験施設（体験農園「オガル」） 

   ・業務の範囲  施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管

理に関する業務 

   ・指 定 期 間  平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 ４年間 

  ○中頓別町農業体験交流施設修繕費     ４４万円 

農業振興事業           決算額 ２，５４８万円（２，５５０万円） 

  農業行政の推進のため、農用地区域の管理、農業振興地域整備計画の策定・管理、農業

担い手対策の推進、農業関係制度資金などの他、地産地消・農業体験の推進に係る事業を

実施しました。 

  ○国営草地開発事業償還金 

    中頓別町営牧場（弥生・神崎）を造成した事業費の償還金です。最終償還年度は平

成２５年度です。 

中山間地域等直接支払交付金交付事業 

決算額 ３，２０８万円（３，２０８万円） 

農業者が現在耕作している農地の面積に応じて、農業者が主体となり組織された中山間

地域等直接支払制度推進協議会に対して、国費・道費・町費より交付金を交付しました。 

中頓別町農業担い手育成事業        決算額 ２６５万円（２７２万円） 

  平成２３年度に新たに農業経営を開始した新規就農者に対する支援や酪農研修生への支

援、新規就農希望者の募集・経営継承希望農場の実態調査や研修生用住宅の改修等を行っ

てきました。 

青年就農給付事業             決算額 １８８万円（１８７万円） 

  新規就農者（親元就農者含む）は、就農後の経営の安定化に期間を要することから、経

営が軌道に乗るまでの間、一定条件を満たす新規就農者に対し国が支援を行う制度で、平

成２４年度から実施されています。 

 

〈畜産業費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

各種制度資金利子補給事業          決算額 ５２万円（５３万円） 

酪農経営において累増した負債により、経営悪化が余儀なくされている農家に対して積

極的に農業経営の改善を図ろうとする者が、必要とする資金の借り入れに対し生ずる利子

の一部を負担軽減措置として利子補給を行いました。 

農業関係団体支援事業          決算額 ３３０万円（３３０万円） 

 ○中頓別町乳牛検定組合運営事業                   ４５万円 

  乳牛の資質向上と経営の合理化を推進するため乳牛群の能力検定を実施し、生産性の向

上等酪農経営の体質強化を図ることを目的として活動している団体の運営費の一部を補助
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しました。 

 ○中頓別町酪農ヘルパー利用組合運営事業              ２８５万円 

酪農家の家族の休養・研修・旅行等に完全な休日を取り、経営の安定と生活の向上に資

するための事業に対し組合運営費の一部を補助しました。  

中頓別町営牧場運営事業         決算額 ５２７万円（５５８万円） 

乳用牛の育成部門における飼養労働力の軽減と適期受胎による生産性の向上を図るため

適正な運営を行いました。 

○町営（弥生・神崎）牧場運営業務委託事業 

・利 用 料 １頭１日あたり２００円 

・受託期間 ５月下旬から１０月中旬 

中頓別町営牧場草地更新事業       決算額 ４０３万円（４０３万円） 

町営牧場は、造成から十数年が経過しており、草地の老朽化が進み、入牧牛の成育や受

胎成績が年々悪化している状況にあることから、計画的な草地の更新を行い、授精牧場と

しての機能の強化を進めていきます。 

農村地域交流事業               決算額 ３２万円（３２万円） 

 ○乳牛共進会関連事業                        １４万円 

町内で飼養されている乳用牛（ホルスタイン）の精鋭を一堂に会し、道北ホルスタイン

共進会の予選会を行うとともに、農業者相互の親睦を図り、消費者との交流を深め、本町

の基幹産業である酪農業への理解を深めることを目的に開催される、中頓別町乳牛共進会

の開催経費の一部を負担しました。 

中頓別町乳牛共進会で選抜された乳用牛は、中頓別町の代表として道北ホルスタイン共

進会へ出品され、審査の結果上位入賞を果たした乳用牛は、宗谷管内の代表として北海道

ホルスタインナショナルショーへ出品されております。これら道北ホルスタイン共進会・

北海道ホルスタインナショナルショーへ出場するための経費の一部を負担しました。 

  ・中頓別町乳牛共進会開催負担金                   ６万円 

  ・道北ホルスタイン共進会出場負担金等                ５万円 

  ・北海道ホルスタインナショナルショー出場負担金等          ２万円 

○酪農祭開催事業                          １８万円 

基幹産業である酪農を通し、地域住民と交流を図り、畜産・酪農に対する理解を求め、

地域農業の発展を全町民が共同の力で築くための事業であり、これに対し開催経費の一部

を負担しました。 

循環農業支援センター管理事業      決算額 ２５５万円（２５７万円） 

  当該施設を利用組合に無償貸付していますが、施設管理上最低限必要な経費（設備機械

の維持管理費用や作業車両の定期点検費など）を負担しました。 

畜産振興事業                 決算額 １２万円（１７万円） 

  畜産行政の振興を図るため、畜産関係経費の策定及び管理、家畜衛生対策、家畜糞尿等

畜産環境対策に要する業務を執り行いました。 
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６次産業化推進事業                決算額 ０万円（２万円） 

魅力ある農村づくりを図るため、牛乳等の地域資源を活用した６次産業化の推進を目指

し、協議検討を進めるための検討会を設置し、協議を進めています。 

 

〈有害鳥獣対策費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

有害鳥獣対策事業             決算額 ７３０万円（７３７万円） 

  傷病等野生鳥獣の保護収容等に係る取扱い指針に基づき、野外で負傷・疾病した野生鳥

獣の保護・収容及びへい死体の処理等の業務を執り行いました。 

  野生鳥獣による農林業・生活環境被害の緩和及び防止のため、「中頓別町野生鳥獣被害防

止対策協議会」で捕獲体制等の見直しを進めるとともに関連機関と協力して駆除等の対策

を行いました。また、農林業被害に対する自己防衛や駆除後継者養成のため、罠の購入、

銃猟免状取得に要する経費の一部に対して助成を行っていますが、２５年度では本制度を

活用し１名が狩猟免状を取得しております。 

重要課題であるエゾシカの残滓処分施設については、検討委員会を設置し、処理方法や

回収等について協議を行い、具体的な方向性を確立してきました。 

・有害鳥獣報償費（親熊６頭、子熊０頭、エゾシカ５００頭）    ６６８万円 

  ・有害鳥獣等委託料                        ３８万円 

  ・くくり罠購入補助                         ０万円 

  ・銃猟免状取得補助                        １６万円 

・その他（研修旅費、消耗品、燃料費等）               ８万円 

 

〈農業者年金費〉  

（担当：農業委員会事務局） 

農業者年金委託事務事業           決算額 ３９万円（３９万円） 

  農業者の老後生活の安定を図るため、農業者年金への加入促進、受給者への支給手続き

等の業務を進めました。 

 

〈林業振興費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

森林保護事業                決算額 ２１万円（２１万円） 

町有林の保護及び育成を目的として、幼齢林の野ねずみによる被害の未然防止のため植

栽後９年間、野ねずみ駆除剤（リンカＳ１）をヘリコプターにより空中散布します。それ

に先立ち野ねずみの生態調査（６月、８月、１０月）を実施しました。 

森林管理事業              決算額 ２５６万円（２６２万円） 

  町有林の森林国営保険料などの町有林の管理経費及び民有林の伐採届、森林火災予防の

対策費等の業務を執り行いました。 
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森林環境保全直接支援事業     決算額 １，２３６万円（１，２３６万円） 

  森林の有する多面的な機能の持続性な発揮を図る事を目的とし、町有林の育成のために

各種事業（下刈り、除伐、造林）を実施しました。 

○下刈事業 藤井・弥生・岩手・寿・神崎 

鍾乳洞地区           事業量 ６７．９９ｈａ 

  ○除伐事業 兵安分収林地区          事業量  ８．７２ｈａ 

  ○造林事業 岩手・鍾乳洞地区         事業量  ８．３０ｈａ 

   ・事業費  １，２５８万円（補助金８５５万円） 

 ＜用語の解説＞ 

下刈  植栽木周辺の、雑草（笹・草等）の除去を行う。(標準：植栽後９年間） 

除伐  支障木・不良木の除去、つる切りを行う。（標準：２２年～２３年目） 

造林  無立木地（原野）の解消を図るため植栽を行う。 

森林整備担い手対策推進事業         決算額 ２１万円（２１万円） 

  森林労働者の就労の長期化、安定化を促進し、林業労働力の確保に資するため、森林作

業員、事業主、町及び道が一定の掛け金を負担し、就業日数が１４０日以上ある森林作業

員に奨励金を支給するものです。２５年度は７名分を支給しました。 

民有林公費造林事業              決算額 ７３万円（７３万円） 

  森づくり促進のため、補助事業により実施した下刈りの査定経費（補助対象経費）に対

して５％を森林組合を通じて森林所有者に補助しました。 

未来につなぐ森づくり推進事業       決算額 ４３９万円（４４９万円） 

  本町内に所有する民有林について、森林としての機能の活性化を図るとともに、森林資

源の充実、森林の有する公益的機能の高度発揮を目的として、造林の標準経費（実行経費）

に対して町が１００分の２６を補助しました。 

 

〈林道費〉  

（担当：産業建設課産業グループ） 

森林管理道弥生線開設事業     決算額 ２，８２１万円（２，８２１万円） 

森林管理道の開設により、森林所有者等による計画的な森林整備や作業の機械化を図り、

木材等森林資源の循環的な利用及び林業経営の安定化に貢献しました。また、森林の有す

る多面的な機能である水土保全機能の強化や緑豊かな森林空間の利用を図りました。 

○森林管理道弥生線開設事業 

（事業期間  平成１８年度～平成２７年度予定） 

・事 業 費  ２，８２１万円（補助金１，４３８万円） 

・事業内容  開設工事 延長＝４８０ｍ 幅＝４．０ｍ 

・施工場所  一乙内川横断付近から約 180ｍのところより鍾乳洞方向までの区間。 

林道管理事業              決算額 ３２７万円（３３５万円） 

  中頓別町で管理している林道施設の維持補修及び管理業務を行いました。 
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道営森林管理道松麿線開設事業      決算額 ５９２万円（５９２万円） 

  平成２３年度に道営森林管理道菊水線開設事業が完成し、今後も計画的な森林整備や作

業の機械化の効率化が求められていることから、森林管理道整備により木材の運搬の効率

の向上や作業道と適切な組み合わせにより森林整備の促進と森林経営の安定化が図れるよ

う取り進めました。 

  ○道営森林管理道松麿線開設事業 

   （事業期間  平成２４年度～平成３３年度予定） 

   ・事 業 費  ２，３６９万円 

          （国負担分 1,185 万円 道負担分 592万円 町負担分 592万円） 

   ・事業内容  開設工事 延長＝180ｍ、幅 4.0ｍ、路線測量 

   ・施工場所  松音知地区荒木氏旧牛舎付近から山林へ 180ｍの区間。 

森林整備加速化・林業再生事業   決算額 ４，１１７万円（４，１１７万円） 

  平成２１年度から進められている事業で、作業道と間伐と一体的に整備することにより

森林整備の効率化が促進され林業経営の安定化が図られるよう取り進めました。また、地

域の建設業者を利用することにより雇用の場が拡充され、地域への経済効果が図られまし

た。なお、補助金については全額補助となっています。 

  ○林業専用道松音知２号線整備事業 

   （事業期間  平成２４年度～平成２６年度予定） 

   ・事 業 費  １，３６５万円（補助金１，３６５万円） 

   ・事業内容  開設工事 延長＝３５０ｍ 幅＝３．５ｍ 

   ・施工場所  株式会社伊藤組所有の山林内 

 

○林業専用道兵安４号線整備事業 

   （事業期間  平成２４年度～平成２６年度予定） 

   ・事 業 費  ９９８万円（補助金９９８万円） 

   ・事業内容  開設工事 延長＝５４０ｍ 幅＝３．５ｍ 

   ・施工場所  東北木材株式会社所有の山林内 

 

  ○林業専用道敏音知１号線整備事業 

   （事業期間  平成２４年度～平成２５年度予定） 

   ・事 業 費  １，７５４万円（補助金１，７５４万円） 

   ・事業内容  開設工事 延長＝８４７ｍ 幅＝３．５ｍ 

   ・施工場所  中頓別・浜頓別町森林組合所有の山林内 
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商工費                         

〈商工総務費〉  

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

中頓別町商工会補助事業          決算額 ５５０万円（５５０万円） 

 商工業の振興と地域経済基盤の安定をはかることを目的に、その指導的役割を担う中頓別

町商工会に対して、経営改善普及事業等に係る経費の一部を助成しました。 

中頓別町中小企業振興資金融資事業 決算額 ２，００１万円（２，００２万円） 

（融資枠 ６，０００万円） 

 町内中小企業の育成振興、経営の合理化を促進するため、金融機関に運用資金を預け中小

企業者に対し、有利な融資を行っています。融資額は一企業に運転資金、設備資金に対し７

００万円以内、木材工業関係は３，０００万円以内です。また、設備資金の特例として金融

機関からの貸付利率に４分の３を乗じて得た利率で計算した額を利子補給しました。 

商工業振興対策推進事業              決算額 ２万円（４万円） 

 商工業の振興と地域経済基盤の安定を図るため各種会議等にかかる経費です。 

 

〈観光費〉  

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

中頓別町山村交流施設管理運営事業    決算額 ８６２万円（８７１万円） 

 中頓別町山村交流施設（ピンネシリビレッジファームパーク）の施設管理運営費です。 

○中頓別町山村交流施設の管理代行のための指定管理料         ８４８万円 

 ・人件費  ５５４万円 

・管 理 施 設－ピンネシリビレッジファームパーク〔交流プラザ（道の駅「ピンネシ

リ」）、オートキャンプ場、ふるさと生活体験館、コテージ〕、砂金掘体

験場 

 ・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理

に関する業務 

・ 指 定 期 間－平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 ４年間 

 ○備品購入費（交流プラザ消火器、コテージ暖房機）          １４万円 

中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園管理運営事業 

決算額 ３８０万円（３８０万円） 

 中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園の施設管理運営費です。 

 ○中頓別鍾乳洞自然ふれあい公園の管理代行のための指定管理料     ３５０万円 

   ・人件費  ２２９万円 

・管 理 施 設－管理棟、駐車場、指定区域内、外整備施設等 

   ・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理

に関する業務 
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・指 定 期 間－平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 ４年間 

 ○中頓別鍾乳洞案内看板等修繕料                   ３０万円 

ピンネシリ温泉運営事業      決算額 １，５０２万円（１，５６５万円） 

 ピンネシリ温泉（ホテル「望岳荘」）の施設運営費です。  

 ○中頓別町ピンネシリ温泉の管理代行のための指定管理料     １，２７６万円 

   ・管 理 施 設－温泉（入浴）施設、宿泊施設 

   ・業務の範囲－施設の管理に関する業務、施設の運営に関する業務、施設の経営管理

に関する業務 

   ・指 定 期 間－平成２４年４月１日～平成２８年３月３１日 ４年間 

 ○導水管維持管理委託料                      １１１万円 

○水質検査手数料                          １１万円 

 ○土地賃貸料、分湯料（国有林関係）                  １万円 

○機械設備等点検委託料                       ５６万円 

○機械設備修繕料                          ４６万円 

○備品購入費（消火器）                        １万円 

観光協会補助事業                     決算額 ５０９万円（５０９万円） 

 観光宣伝、観光イベント、観光客の誘致等幅広い活動を進めている観光協会の事業に対し

助成し、町の観光産業の振興に努めました。 

○人件費 ４７６万円 

○鍾乳洞まつり、ピンネシリ岳山開き、ピンネシリ岳登山道草刈、観光宣伝事業費等 

観光イベント振興事業            決算額 ８７万円（８７万円） 

 町民と観光客に楽しんでもらう各種イベントに助成しました。 

  ・北緯４５度夏まつり                    １８万円 

  ・北緯４５度しばれまつり                  ６９万円 

ライダーハウス開設事業             決算額 ６万円（９万円） 

中頓別町の観光ＰＲやイベントの参加、町民とのふれあいの場を持つことによる地域の活

性化を目指すため、ライダー等の無料宿泊所を開設しました。 

観光振興事業               決算額 ２８７万円（２９９万円） 

道の駅を観光の拠点として、観光客の入りこみ増につなげるため、様々なイベントを実施

しました。また、鍾乳洞ガイドによって、自然に親しみ、洞穴の成り立ちを学ぶ場を設け、

より一層の集客効果を上げています。 

   ・鍾乳洞ガイドの人件費                  ２３９万円 

ピンネシリふれあい公園管理事業       決算額 １９万円（２１万円） 

 ピンネシリ温泉の周辺にある広場で、建物の維持管理や広場の環境美化に関する業務を委

託しました。 
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鍾乳洞ジオツーリズム推進事業       決算額 ２２０万円（２２０万円） 

 中頓別鍾乳洞を核として、地域資源を最大限活用したジオツーリズムの展開に向けた取り

組みを進めるため、鍾乳洞自然ふれあい公園内における表示板の整備やガイドの養成講座を

実施しました。 

大畑山展望台公園清掃維持管理業務事業    決算額 １７万円（１７万円） 

 安全に大畑山展望台を利用してもらうために、施設の点検やトイレ清掃及び環境整備を実

施しました。 

南宗谷観光推進連絡協議会事業          決算額 １万円（１万円） 

南宗谷地域（浜頓別町、猿払村、枝幸町、中頓別町）の観光振興を図るため、協議会に対

して負担金を支出しました。 

 

 

土木費                          

〈道路維持費〉  

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

道路台帳整備事業              決算額 ３９万円（３９万円） 

 道路台帳は、町道を管理するために必要な道路の現況や用地を確認するため、また、道路

の維持管理に要する費用として交付税措置がなされるため、図面及び調書を整備するために

必要な台帳整備です。 

・ 毎年、道路工事などで変更が生じた分を修正します。 

除排雪事業            決算額 ３，３４７万円（３，４９４万円） 

 冬期間の快適な生活環境づくりのために、町道や公設駐車場などの除雪・排雪業務を行な

いました。 

道路維持補修事業            決算額 ５０５万円（５８１万円） 

 ・原材料費    未舗装道路の補修に使用する砕石、ダスト、道路側溝トラフやコンク

リート管などを購入しました。     ３８万円 （３５万円） 

 ・町道の草刈りや未舗装道路の砂利敷き、路面整正などを行いました。   

１５４万円（２７０万円） 

 ・舗装道路補修工事                  １４１万円（１００万円） 

 ・町道区画線設置工事                  ４３万円 （４３万円） 

・除雪センター屋根塗装工事               ５９万円 （６１万円） 

・町道法面復旧工事（中頓別弥生線、敏音知原野線）    ７０万円 （７２万円） 

上駒駐車場トイレ維持管理費         決算額 ２７万円（３１万円） 

上駒駐車場のトイレ清掃を委託し、いつも清潔な状態を保ちました。 

道路照明灯電気料事業          決算額 １４７万円（１３５万円） 

 歩行者及び車両通行の夜間の安全性確保のために設置している、道路照明灯 143 基分（町
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道 20路線）の電気使用料及び維持管理費用を支出しました。 

 

〈橋梁維持費〉  

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

橋梁維持費                   決算額 ０万円（０万円） 

橋の維持、補修のために支出します。 

 

〈道路新設改良費〉 

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

６丁目線交付金事業        決算額 １，４１９万円（１，４１９万円） 

  改良・舗装工事：L=225.6ｍ W=5.5ｍ 歩道 1.5ｍ～2.0ｍ（両） 

   奥山さんの車庫から終点の道道美深中頓別線までの区間 

１０丁目線交付金事業          決算額 ４８４万円（４８４万円） 

  改良・舗装工事：L=95.6ｍ W=5.5ｍ 歩道 2.5ｍ（片） 

   国道（川越さん）から除雪センターまでの区間 

長寿命化修繕計画事業          決算額 ４５６万円（４５６万円） 

  町道にかかっている全ての橋梁72橋の安全性の向上や長寿命化のために、橋梁の長寿

命化修繕計画を策定しました。 

町道整備計画委託事業            決算額 ９２万円（９２万円） 

今後整備を予定する町道４路線の整備計画を策定しました。 

 

〈河川総務費〉  

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

樋門樋管管理委託事業            決算額 ５７万円（５６万円） 

 河川の洪水・氾濫等によって災害が発生しないように、宗谷総合振興局建設管理部が管理

している２級河川の頓別川、兵知安川にある３０ヶ所の樋門・樋管の操作や管理を委託しま

した。 

河川維持事業                決算額 ５８万円（６０万円） 

 普通河川の支障木伐採や河床に堆積した砂利撤去等の維持管理経費を支出しました。 

 

〈旭台公園費〉  

（担当：まちづくり推進課まちづくり推進グループ） 

旭台公園維持管理事業            決算額 ２１万円（２２万円） 

旭台公園の管理を委託し環境美化の向上を図りました。 

    ・公園管理委託料                        １９万円 

    ・光熱水費                            ２万円 
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〈住宅管理費〉  

（担当：産業建設課建設グループ） 

公営住宅維持管理事業       決算額 １，０５９万円（１，０７９万円） 

住宅の修繕・維持管理にかかる費用です。 

平成２６年３月３１日現在の管理戸数  ２５７戸 

公営住宅 ２１８戸、特公賃 ２０戸、独身者住宅 １９戸 

・あかね団地公営住宅解体工事 ２棟５戸        ３２７万円（３８０万円） 

・公営住宅ＦＦストーブ給排気筒設置高変更工事      ６６万円 （７７万円） 

・あかね拡充団地特公賃石油給湯機交換工事        １８万円 （２０万円） 

・公営住宅長寿命化計画策定              ２９４万円（３３０万円） 

老朽化した町営住宅の改善や建替などによる居住環境の向上のため、町営住宅の長寿命化

計画を策定しました。 

 

〈住宅建設費〉  

（担当：産業建設課建設グル－プ） 

住宅建設促進事業            決算額 １８０万円（２０４万円） 

町民の持ち家住宅を促進するため、中頓別町住宅建設促進条例に基づき、町内に住宅を新

築又は増改築する方に対し、経費の一部を助成し、町民の定住促進と生活環境の向上を図っ

ていきます。 

実績 ２件 １６８万円 

賃貸住宅建設促進助成事業         ３，２３５万円（３，３４４万円） 

町内に民間アパート等の賃貸住宅はないことから、民間活力による賃貸住宅の建設を推進

し、町内に賃貸住宅を建設する個人又は法人に対し、経費の一部を助成し、良質な賃貸住宅

の供給の促進と町民の定住促進を図っていきます。 

実績 ３件 ３棟１２戸建設 

危険廃屋解体撤去助成事業        決算額 １５０万円（１５０万円） 

町内に存する老朽化し危険な状態にある廃屋化した建築物等の解体撤去をする方に対し、

経費の一部を助成し、景観や住環境向上、町民の安心安全を図っていきます。 

実績 ３件 ５０万円×３件 

 

 

消防費                                       

〈消防費〉  

 （担当：南宗谷消防組合中頓別支署） 

救急救命士病院実習事業           決算額 ５４万円（５６万円） 

 救急隊員の行う応急処置の質を保障することを目的とし、救急医療の知識・技術を維持、
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レベルアップし、より質の高い病院前救護を町民へ提供するためのものです。 

救急業務                 決算額 ７５万円（１０４万円） 

 救急出動に要した費用です。 

・救急業務手当・救急町外搬送旅費・救急車燃料費          ５７万円 

・携帯電話使用料（救急隊と病院医師との連絡用）           ３万円 

・救急救命士賠償責任保険料                     １万円 

・Ｂ型肝炎検査委託料・インフルエンザ予防接種委託料        １４万円 

救急資機材維持管理費          決算額 １０１万円（１０９万円） 

 救急出動に備え、救急車両・資機材の維持管理のための費用です。 

・高規格救急車・２Ｂ型救急車の消耗品・車検・修理費用・保険料   ４０万円 

・酸素ボンベ耐圧検査料・酸素充填手数料・クリーニング代       ２万円 

・除細動器定期点検委託料                     １６万円 

・心電図モニター定期点検委託料                  １３万円 

・人工呼吸器保守点検委託料                     ６万円 

・ストレッチャー定期保守点検委託料                 ６万円 

・救急備品購入費（減圧式固定担架）                １８万円 

救急業務検証事務                決算額 ７万円（９万円） 

 救急隊員の行う応急処置の質を保障することを目的とし、職員間での救急出動に関する評

価を行い全体の意思統一を図ると共に、特異症例に関する事例については道北救急高度化推

進検証医師に意見と評価を求め救急活動全体の検証を行いました。 

火災予防啓蒙普及業務             決算額 １８万円（７万円） 

火の用心ポスター配布、啓蒙旗設置、啓蒙看板作成、火災予防運動広報、年末警戒、町内

回覧防火啓蒙等の火災予防思想の普及啓発活動を実施しました。 

防火組織指導育成・防火対象物訓練指導事業     決算額 ５万円（４万円） 

 防火対象物の自衛消防組織への避難・消火訓練等の指導を実施しました。また、幼児消防

クラブへの火に対するしつけと知識を身に付けさせ、子どもを通し各家庭での防火意識の高

揚を図りました。 

消防査察事務                  決算額 ５万円（３万円） 

 火災予防のため必要に応じ消防対象物の実態を把握し、万一の火災発生に際して、被害を

最小限にとどめられるように指導する業務で、違反是正のための研修費等を支出しました。 

消防学校派遣事業              決算額 ８５万円（８６万円） 

 消防人として必要な専門知識及び技術の習得、体力、気力の練成、規律の保持、共同精神

を養い、公共の福祉の増進に繋がる人材の育成を図るため下記の教育に派遣しました。 

・北海道消防学校初任教育派遣                   ３９万円 

・北海道消防学校薬剤投与講習派遣                 ２５万円 

・北海道消防学校救急科派遣                    ２１万円 
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庁舎・備品維持管理業務          決算額 ２９７万円（３１９万円） 

 庁舎、各備品の修繕・維持管理に要した費用です。 

  ・光熱水費、燃料費、消耗品                   ２３２万円 

・庁舎設備排気ホース、暖房器具修理                 ８万円 

・自家用電気工作物、庁舎設備機器、消毒室自動ドア各点検料     ２５万円 

・消防庁舎、第３分団詰所火災保険料                １１万円 

・敏音知会館合併浄化槽各種検査料・合併浄化槽保守管理委託料    １１万円 

・敏音知消防施設管理委託料・小頓別消防詰所管理委託料       １０万円 

火災・救助・災害警戒防御業務         決算額 ４４万円（７２万円） 

 火災出動、救助出場、災害警戒にかかる職員手当・消防団出動手当、燃料費を支出してい

ます。 

消防水利維持管理業務          決算額 １０５万円（１０５万円） 

 町内の消火栓、防火水槽の日常点検、維持管理に必要な燃料費・修繕費を支出しています。 

  ・需用費 燃料費                         １０万円 

       消火栓修理費用・防火水槽修繕費用            ９５万円 

消防車両・資機材整備維持管理業務     決算額 ３９３万円（４３３万円） 

 各種出動に備え、常に最善の能力を発揮するための維持管理費用を支出しています。 

・需用費 消耗品、燃料費、修繕費（車検整備・普通修繕）     １４９万円 

・役務費 空気ボンベ耐圧検査、自動車保険料、車検代行料      ３５万円 

  ・備品購入費 消火用ホース、空気ボンベ、車両バッテリー      ６２万円 

  ・備品購入費 小型動力ポンプ                  １２１万円 

  ・公課費 重量税                         ２６万円 

通信施設維持管理業務            決算額 ７３万円（８０万円） 

 無線設備、１１９番受信設備、サイレン吹鳴装置等の通信施設の維持管理費用及び無線デ

ジタル化整備計画に関する費用を支出しています。 

・無線デジタル化北海道総合通信局協議旅費・燃料費          ４万円 

・リモコン回線通信料・電話料                   ３７万円 

・指定無線局登録点検基本料                     ６万円 

  ・無線保守点検委託料・無線遠隔サイレン保守点検委託料       ２６万円 

消防分団事務              決算額 ３４９万円（３５０万円） 

 消防団活動を、円滑に進めていくために、報酬、旅費、災害補償関係、統計調査等に関す

る事務を処理するものです。 

・報酬、共済費、市町村総合事務組合負担金等           ３３０万円 

・会議旅費、消耗品、交際費等                   １９万円 

消防団訓練指導等事業          決算額 １６８万円（１８６万円） 

消防団が主催となる式典、演習、訓練、指導業務等に関する事業です。 

・旅費 訓練出動手当                      １６４万円 
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・需用費 燃料費                          ４万円 

救急訓練／警防・救助訓練業務           決算額 ６万円（６万円） 

有効な火災・救助等の災害及び救急活動を行うために必要な訓練研修に係る旅費を支出し

ています。 

水槽付消防ポンプ自動車更新購入事業 

決算額 ６，００５万円（６，０１０万円） 

 昭和６１年に購入し老朽化した水槽付消防ポンプ自動車（水2,000ℓ）を更新したものです。 

その他の係内庶務事務       決算額 ９，５３３万円（９，５６２万円） 

 職員の人件費を含めた予算、経理、栄典事務等の消防全般に渡る事務処理を行いました。 

・人件費 給料、職員手当、共済費、退職手当組合負担金    ９，４６９万円 

・旅費 出張旅費（会議・医学会・研修会等）             ６万円 

・需用費 事務消耗品費、職員制服費、燃料費、印刷製本費      ２７万円 

・役務費 通信運搬費（郵便）、防火防災訓練災害保険料等        ４万円 

・使用料及び賃借料（複写機使用料等）負担金補助及び交付金     ２７万円 

消防本部費               決算額 ８１８万円（８１８万円） 

南宗谷消防組合の議会費、総務費、消防本部費等の負担金を支出しています。 

 ・議会費、総務費、消防本部費等                 ６７７万円 

 ・消防救急無線デジタル化実施設計費               １４１万円 

消防職員待機宿舎改修事業        決算額 ２３６万円（２３６万円） 

消防職員住宅の浴室を改修したものです。 

 

 

教育費                                       

〈教育委員会費〉  

（担当：教育委員会教育グループ） 

教育委員会事業               決算額 ７９万円（８４万円） 

 教育委員会開催状況・・・１４回 

 学 校 訪 問・・・学校行事及び授業参観、公開授業参観等の訪問を行いました。 

 教 育 委 員 研 修・・・北海道市町村教育委員研修会、宗谷管内教育委員研修会に出席

しました。 

 

〈事務局費〉  

（担当：教育委員会教育グループ） 

教育委員会事務局事業       決算額 ６，５９４万円（６，６１８万円） 

 教育委員会の補助機関として教育委員会事務局が設置され、教育委員会の職務権限に属す

る事務を具体的に処理するため、事務局職員の給料や事務に要する経費に充てました。 
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・人件費 給料、職員手当、共済費、賃金、退職手当組合負担金 ６，５２７万円 

 ・旅費 出張旅費等                        １８万円 

 ・需用費 事務消耗品費等                     ４９万円 

公用車両維持管理事業          決算額 １１７万円（１３６万円） 

 通学用スクールバスの運行、校外学習、各種スポーツ大会参加時の運行経費に充てられま

した。 

外国青年招致事業（英語指導助手）     決算額 ４１０万円（４１９万円） 

こども館、小中学校、地域の英会話サークルなど、語学教育の充実を図るとともに、地域

国際交流の推進に努めました。 

・英語指導助手賃金                       ３４８万円 

・旅費 研修旅費                         ３９万円 

・負担金補助及び交付金 自治体国際化協会等負担金         ２３万円 

教育研究指定校委託事業           決算額 １０万円（１０万円） 

 特色ある学校経営の活動について研究し、その結果を集約し研究紀要として各学校へ配布

し、教育効果を高めることを目的として各学校に委託しました。 

 ・小学校 ５万円 ・中学校 ５万円 

教職員健康診断事業（人間ドック）         決算額 ３万円（３万円） 

 教職員の健康の保持増進及び病気の早期発見等に努めました。 

学校体育連盟運営事業            決算額 ２７万円（２７万円） 

 町内中学校生徒の身体並びにスポーツ技術の向上、管内中学生との交流と親睦を図るため

に支援しました。 

中頓別町教育研究会運営事業         決算額 ２６万円（２６万円） 

 中頓別町学校教育の重点及び町内各学校の学校教育目標・経営方針に則り、教育課程の改

善、充実を図るために支援しました。 

特別支援教育連携協議会運営事業         決算額 ４万円（４万円） 

 発達障害を含めた障害のある子どものよりよい生活を築くため、総合的な支援体制の在り

方や障がいに対する理解を町民や関係者で共有していくために支援しました。 

 

〈住宅管理費〉  

教職員住宅管理事業           決算額 ３８１万円（３９５万円） 

 教職員住宅の維持管理に係る経費に充てました。また、教職員住宅３戸をユニットバス化

に改修しました。さらに、教職員住宅４戸の屋根を塗装しました。 

 

〈学校管理費〉  

小学校施設維持管理事業      決算額 １，３０９万円（１，３３４万円） 

 児童が快適・安全に学校生活を送れるよう小学校施設を維持管理するための経費に充てま

した。 



38 

 

 ・旅費 学校行事運転旅費                       １万円 

 ・需用費 光熱水費、燃料費、消耗品費、印刷製本費、修繕料     ７７５万円 

 ・役務費 郵便料、電話料、水質検査料他               ３１万円 

 ・委託料 校舎管理委託料                     ４１３万円 

 ・使用料及び賃借料 テレビ視聴料                   １万円 

 ・工事請負費 体育館屋根改修                    ５９万円 

 ・原材料費 製材等                          ６万円 

 ・備品購入費 冷蔵庫、ノートパソコン、消火器            １６万円 

 ・負担金補助及び交付金 学校健康会負担金               ７万円 

中学校施設維持管理事業         決算額 ９０４万円（９１７万円） 

 生徒が快適・安全に学校生活を送れるよう中学校施設を維持管理するための経費に充てら

れました。 

 ・賃金 学校行事運転賃金                      １０万円 

 ・旅費 学校行事運転旅費                       ３万円 

 ・需用費 光熱水費、燃料費、消耗品費、印刷製本費、修繕料     ４７４万円 

 ・役務費 郵便料、電話料、水質検査料他               ３５万円 

 ・委託料 校舎管理委託料                     ３６７万円 

 ・使用料及び賃借料 テレビ視聴料                   １万円 

 ・備品購入費 消火器                         ９万円  

 ・原材料費 製材                           １万円 

 ・負担金補助及び交付金 学校健康会負担金               ４万円 

小学校教育振興事業           決算額 １５３万円（１６３万円） 

 児童の教育活動において必要となる教育指導の充実を図りました。 

 ・賃金 特別支援教育支援員賃金                   ９５万円 

 ・使用料 スキー授業リフト使用料                  ２０万円 

 ・委託料 児童健康診断委託料                    ３５万円 

 ・負担金 脊柱側わん症検診負担金                   ３万円 

中学校教育振興事業             決算額 ２６万円（２８万円） 

 生徒の教育活動において必要となる教育指導の充実を図りました。 

 ・委託料 生徒健康診断委託料                    １９万円 

 ・使用料 スキー授業リフト使用料                   ５万円 

 ・負担金 脊柱側わん症検診負担金                   ２万円 

教職員巡回健康診断委託事業         決算額 ３４万円（３５万円） 

 教職員の健康の保持増進及び病気の早期発見等につなげていくため、健康診断を実施しま

した。 

就学児健康診断委託事業             決算額 ５万円（８万円） 

 就学児の状況を把握し、保健上必要な助言や適正な就学についての指導等を実施しました。 
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〈教育振興費〉  

小学校教育振興事業           決算額 １１９万円（１２６万円） 

 児童に対する教育活動において必要となる教育資材等を整備し、教育指導の充実を図るた

めに必要な経費に充てました。 

 ・行事、教材、コンピューター消耗品費               ６４万円 

 ・教師用指導書                           ６万円 

 ・テスト用紙代                           ６万円 

 ・総合的な学習時間経費                       ８万円 

 ・特別支援教育経費                         ９万円 

 ・図書購入費                           ２２万円 

 ・教材用備品購入費                         ４万円 

中学校教育振興事業           決算額 １３５万円（１６５万円） 

 生徒に対する教育活動において必要となる教育資材等を整備し、教育指導の充実を図るた

めの経費に充てました。 

 ・行事、教材、コンピューター消耗品費               ８５万円 

 ・教師用指導書                           ７万円 

・テスト用紙代                           ８万円 

 ・総合的な学習時間経費                       ７万円 

 ・印刷製本費                            ２万円 

 ・図書購入費                           １３万円 

 ・教材用備品購入費                        １３万円 

就学奨励事業                決算額 ５６万円（５７万円） 

 経済的な理由によって就学困難と認められる児童又は生徒の保護者に対して必要な援助を

行いました。 

 

〈社会教育総務費〉  

少年教育推進事業            決算額 ２５５万円（２６７万円） 

地域の資源や文化を活かすこどもの体験活動や学習機会を提供し、青少年の健全育成を図

りました。 

・各スポーツ少年団指導者への支援                 １８万円 

・スポーツ少年団本部運営補助                   １０万円 

・あいさつ子育て推進協議会運営補助                 ８万円 

・生徒指導連絡協議会運営補助                   １５万円 

・学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業       １８４万円 

・各種少年教育事業                        ２０万円 

  ※北緯 45度ふれあい広場運営補助    １７万円 

  ※カルタ教室、カルタ大会        ２万円 
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  ※こどもオセロ大会           １万円 

青年教育推進事業                決算額 ２万円（３万円） 

地域で青年女性自体の繋がりが薄れている状況もあるため、学習の場や交流の場を提供し、

青年女性教育の推進を図りました。 

・成人式運営事業                          ２万円 

・女性教育活動事業（上駒女性学級） 

高齢者教室推進事業              決算額 ９万円（１０万円） 

 学習と思考を重ねながら、世代間交流や共同学習による交流を深めるとともに、生きがい

に満ちた生活を送るため、趣味や娯楽などのサークル活動を実施しました。 

・高齢者教室「寿大学」                       ９万円 

社会教育推進事業              決算額 １９万円（２７万円） 

 本町の社会教育事業のあり方について協議検討を行い社会教育事業や生涯学習・まちづく

り活動に積極的に参加できる体制を支援しました。 

 ・社会教育委員会運営事業報酬                   １０万円 

   ※社会教育委員報酬           ４万円 

   ※社会教育委員費用弁償         ２万円 

   ※管内社会教育委員会連絡協議会負担金  ４万円 

 ・各種研修派遣事業                         ６万円 

   ※各種研修旅費             ６万円 

 ・管内生涯教育推進協議会運営負担金                 ３万円 

芸術文化推進事業              決算額 ８３万円（８０万円） 

 地域の個人・団体サークルや、町内各学校における日頃の文化活動や学習成果の発表を通

じ、お互いの交流を図りました。また、日頃触れる事の少ない文化的公演を開催しました。 

 ・町民文化推進事業                        ５３万円 

   ※町民文化祭             １３万円 

   ※芸術文化公演            ４０万円 

 ・巡回小劇場公演運営事業（児童生徒鑑賞事業）           ３０万円 

文化財保護事業                 決算額 １万円（２万円） 

 本町の区域内に所在する文化財資源の保全と活用について協議検討しました。 

・文化財保護委員運営事業 

  ※文化財保護委員報酬          １万円 

 

〈町民センター費〉  

町民センター運営維持管理事業      決算額 ７９８万円（８４１万円） 

 地域住民のコミュニティ活動、社会教育、生涯学習の場の拠点として利活用を図るため、

施設の維持管理に要する経費に充てました。 

 ・賃金 管理人                         ４６５万円 
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 ・需用費 燃料費、光熱水費、修繕費、消耗品費          ２６６万円 

 ・役務費 電話料、ピアノ調律料、白布洗濯代             ６万円 

 ・委託料 電気保安管理委託、消防設備点検委託、自動ドア管理委託等 ３７万円 

 ・使用料及び賃借料 テレビ聴視料等                 ３万円 

 ・備品購入費（消火器３本、芝刈り機１台、刈払機１台）       ２１万円 

 

〈社会教育施設費〉  

郷土資料館及び青少年柔剣道場運営事業  決算額 ３３８万円（３６５万円） 

 郷土資料館、図書室、柔剣道場の施設の光熱水費などの維持管理に要する経費に充てまし

た。また、子どもからお年寄りまで利用しやすい生涯学習の拠点としての図書室の充実を図

るため、計画的に蔵書を整備しました。 

・賃金 図書室臨時職員賃金                    １５３万円 

 ・需用費 青少年会館消耗品費、郷土資料館消耗品費、光熱水費、燃料費 ９０万円 

 ・役務費 電話料、道立図書館貸出書送料等               ３万円 

 ・委託料 消防用設備点検業務委託                   ５万円 

 ・負担金補助及び交付金 道図書館振興協議会負担金           １万円 

 ・備品購入費 子供向け、一般向け、雑誌等              ８３万円 

 ・備品購入費 消火器２本                       ２万円 

読書活動推進事業                決算額 ３万円（７万円） 

 ・なかとんべつ子ども読書プラン事業 

中頓別町子ども読書プラン（2010 年）に基づき、赤ちゃんから絵本に親しみ、また、

町図書室とこども館や学校図書室との連携を図りながら、子どもを中心とした読書活動

の支援をしました。 

・ブックスタート事業 

赤ちゃんと保護者がゆっくり向き合い、心ふれあうひとときを持つきっかけをつくり、

絵本を開く楽しい体験といっしょに、絵本などが入ったブックスタート・パックを手渡

します。町で地域に生まれたすべての赤ちゃんと保護者を対象に、乳幼児検診の時に「い

きいきふるさと推進事業」と同時に実施しました。 

 ・絵本の読み聞かせ事業 

 読書活動の推進を地域全体での取り組みにするために、絵本の読み聞かせボランティ

アの活動について支援をしました。 

 

〈多目的集会施設費〉  

多目的集会施設維持管理事業         決算額 ６９万円（７６万円） 

 小頓別地区の住民活動の場として活用している多目的集会施設の光熱水費など維持管理に

要する経費に充てました。 

・賃金 除雪賃金                           ３万円 
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 ・需用費 燃料費、光熱水費、消耗品費                ２８万円 

 ・役務費 電話料、し尿汲取料                     ８万円 

 ・委託料 施設管理委託料、消防用設備点検料等            ２６万円 

 ・使用料及び賃借料 テレビ聴視料                   ２万円 

 ・備品購入費（消火器３本）                      ２万円 

 

〈創作活動施設費〉  

創作活動施設運営管理事業          決算額 ４２万円（４８万円） 

中頓別町らしい個性豊かな芸術文化の発展のため、地域や職場、団体やサークルのネット

ワークづくり、創作活動の拠点として活用している創作活動施設の維持管理に要する経費に

充てました。 

 ・需用費 光熱水費、燃料費、施設修繕料               ３９万円 

 ・役務費 電話料                           ３万円 

 

〈保健体育総務費〉  

社会体育推進事業             決算額 ８７万円（１１８万円） 

社会体育推進事業                           ２９万円 

 各種研修会への参加やスポーツ巡回車の維持管理等に要する経費に充てました。 

 ・旅費  各種研修会                        ３万円 

 ・需用費 スポーツ巡回車維持費                   ９万円 

      スポーツ推進消耗品                    １万円 

 ・役務費 スポーツ巡回車自賠責保険料、レクリエーション災害保険等 １２万円 

 ・公課費 スポーツ巡回車重量税                   ４万円 

スポーツ推進委員会運営事業                      １９万円 

  スポーツ団体サークルが自主的・自発的にスポーツ活動を継続的に活動するために、研

修や会議などの機会提供を図っています。 

  ・報酬 スポーツ推進委員報酬                   １４万円 

 ・負担金 管内スポーツ推進委員会連絡協議会負担金          ５万円 

町民各種スポーツ大会等運営事業                    １８万円 

・町長杯争奪町民パークゴルフ大会                  ２万円 

・町民ソフトボール大会                       ３万円 

・町民駅伝競技大会、小学生マラソン大会              １１万円 

・夏休みラジオ体操会                        ２万円 

冬季スポーツ教室運営事業                       ２２万円 

・歩くスキー教室                          ２万円 

・町民スノーフェスティバル                     ８万円 

・宗谷管内ジュニアアルペンスキー大会                ２万円 

・一般スキー教室講師報償費                     ５万円 
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・ジュニアアルペン教室講師報償費                  ２万円 

・歩くスキー教室講師報償費                     ２万円 

・ジュニアアルペン音響報償費                    １万円 

社会体育施設運営事業            決算額 ５８万円（７２万円） 

 学校クラブ活動や町内で活動しているスポーツ団体やサークル、愛好団体の活動の場所と

して利用されている町民体育館の維持管理に要する経費に充てました。 

 ・需用費 消耗品費、光熱水費、燃料費、施設修繕料          ５８万円 

 

〈山村プール費〉  

山村プール運営事業           決算額 ４６８万円（４７０万円） 

 学校授業や一般町民の健康体力づくり、児童生徒の健全育成のために開設している山村水

泳プールの維持管理に要する経費に充てました。 

 ・賃金 監視人、清掃、除雪賃金                   ４２万円 

 ・需用費 燃料費、光熱水費                     ４３万円 

 ・役務費 電話料等                          ７万円 

 ・委託料 循環器点検、屋根掛け払い                  ６万円 

 ・工事請負費 上屋ビニール交換、温水ボイラー交換         ３６２万円 

 ・備品購入費 コースロープ、アクアスイーパー             ８万円 

 

〈寿野外レクリェーション施設費〉 

寿野外レクリェーション施設事業  決算額 １，９３１万円（１，９３２万円） 

社会教育施設等（寿スキー場、野外レクリェーション施設、寿公園）の管理は有限会社中

頓別振興公社が指定管理者として管理の代行を行いました。 

・管理運営施設（指定管理分）                 １，８０７万円 

  ※野外レクレーション施設            ３９万円 

  ※寿スキー場                 ３３６万円 

  ※寿公園                 １，４３２万円 

・旅費 索道技術管理者研修会                     ４万円 

・需用費                              ８３万円 

  ※圧雪車タイヤ交換               １８万円 

  ※自走式芝刈り機（オーバーホール）       ６５万円 

・工事請負費                            ３７万円 

  ※寿公園遊具修繕                ２４万円 

  ※パークゴルフ場浄化槽ブロアー交換       １３万円 

 

〈学校給食費〉  

学校給食事業           決算額 １，１８２万円（１，２６７万円） 

 子ども達に、望ましい食習慣や食に関する自己管理能力を身につけさせるよう食育の推進
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を図りました。 

 ・賃金 臨時調理員賃金（３名）                  ４７８万円 

 ・旅費 出張旅費                           １万円 

 ・需用費 消耗品費、光熱水費、燃料費、車両維持管理費、被服費等  ６４０万円 

      重油タンク被膜塗装 

 ・役務費 検便検査料、電話料、給食食品微生物検査料、水道水検査料等 ３５万円 

 ・委託料 ボイラー保守点検委託料、地下タンク漏洩検査清掃委託料等  ２２万円 

 ・使用料及び賃借料 テレビ視聴料                   １万円 

 ・備品購入費 屋内用殺虫器                      ３万円 

 ・負担金補助及び交付金 学校給食研究協議会負担金           １万円 

 ・公課費 重量税                           １万円 

 

 

特別会計                                   

国民健康保険事業特別会計 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

国民健康保険事業      決算額 ２億９，１９７万円（３億 ４３８万円） 

国民健康保険とは、日本に住む誰もが安心して医療を受けることができる「国民皆保険制

度」を維持しており、病気やケガをしたとき、安心して病院にかかることができるように医

療費の一部を国と国保加入者のみなさんが負担（保険税）し合う制度です。 

  ・総務費                            ２５９万円 

  ・医療給付事業                     １億６，９７５万円 

    疾病時の入院や入院外（外来受診）の医療費を支出しました。 

  ・高額療養費                        ２，１３８万円 

 １ヵ月の医療費の患者負担分（一部負担金）が高額になったとき、限度額を超えた

分を国保連合会経由で直接医療機関に支払います。また、個人が直接医療機関に支払

った医療費で、高額となった額についても後から払い戻されます。 

  ・移送費                               ０万円 

・出産育児一時金（１人 ４２万円）                 ０万円 

  ・葬祭費（１人 １万円）                      ３万円 

  ・後期高齢者支援金                     ３，０４３万円 

    後期高齢者医療制度に対する支援制度です。 

  ・前期高齢者納付金                         ３万円 

・老人保健拠出金                          ０万円 

  ・介護納付金                        １，３７３万円 

    平成２５年度第２号被保険者納付金見込み額を納付しました。 
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  ・共同事業拠出金                      ３，４１８万円 

  ・保健事業費                          １７６万円 

    特定健診を実施し、早期発見と予防事業に係る経費を支出しました。 

  ・諸支出金                         １，８０９万円 

  ・予備費                              ０万円 

 

介護保険事業特別会計 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

介護保険事業       決算額 １億９，９７９万円（２億１，２９０万円） 

 介護保険制度は、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らすことができるよう、また、要

支援状態とならないよう様々な地域支援事業や、要支援状態、要介護状態となった高齢者へ

の介護保険サービスを推進しています。 

  ・総務費                           ３５３万円 

  ・保険給付費                     １億８，９５９万円 

    介護サービス等諸費               １億６，７０８万円 

    介護予防サービス等諸費                 ３２７万円 

    その他諸費                        １６万円 

    高額介護サービス等費                  ５１９万円 

    高額医療合算介護サービス等費              １３９万円 

    特定入所者介護サービス費              １，２５０万円 

  ・地域支援事業                        ４９５万円 

  ・諸支出等                          １７２万円 

 

後期高齢者医療事業特別会計 

（担当：保健福祉課保健福祉グループ） 

後期高齢者医療事業        決算額 ２，７１０万円（２，８３４万円） 

後期高齢者医療事業は、老人保健事業に替わる制度で７５歳以上の方と６５歳から７４歳

で一定の障害のある方が加入する医療保険制度です。 

全道すべての市町村で構成する後期高齢者医療制度広域連合が設立され事業の運営にあた

ります。 

市町村の役割は、保険料の徴収、各種申請や届出の受付、被保険者証の引渡しなどの業務

を行なうことになり、事業運営のための経費です。 

 ・一般管理費                         １４５万円 

 ・後期高齢者医療広域連合納付金              ２，５５４万円 

 ・保険料還付金                         １１万円 
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水道事業特別会計 

（担当：産業建設課建設グループ） 

簡易水道事業           決算額 ８，４１８万円（８，５５４万円） 

水道は清浄な水道水を供給する生活環境施設として重要な役割を担っています。 

本年度につきましては、水道施設等の維持管理を重点に予算計上し、豊富で清浄な水道水

を造り、経営の健全化に努めました。 

・水道施設修繕費                        ７２２万円 

  ・取水口土砂撤去及びスクリーン修繕工事          ４９万円 

  ・中頓別浄水場給水加圧ポンプ配管修繕工事         ３４万円 

  ・秋田増圧ポンプ場 ポンプ修繕工事            ３７万円 

  ・敏音知ポンプ室送水ポンプ取替工事           １２０万円 

  ・中頓別浄水場取水施設修繕                ７５万円 

  ・中頓別浄水場原水流入弁修繕              ３９９万円 

  ・水道施設修繕費                      ８万円  

・配水管修繕費                         ２５７万円 

・量水器取替工事（１２４台）                   ９３万円 

・町道６丁目線水道管移設工事 Ｌ＝１１ｍ             ２８万円 

・弥生地区配水管布設工事（水管橋凍結対策）Ｌ＝６４ｍ      １２６万円 

・上駒地区配水管移設工事 Ｌ＝１５０ｍ             ３３６万円 

 

下水道事業特別会計 

（担当：産業建設課建設グループ） 

下水道事業            決算額 ９，３８７万円（９，４１４万円） 

 下水道事業は、公共水域の水質保全と快適な生活環境づくりとの重要な役割を担っていま

す。 

下水道施設の維持管理を重点に予算を計上し、よりよい環境づくりとより効率的な施設管

理に努めました。 

・下水道施設修繕費                       １７９万円 

  ・上駒マンホールポンプ所 汚水ポンプ№１修繕工事     ４２万円 

  ・下水道管理センター 余剰汚泥引抜流量計修繕工事    １０５万円 

  ・上駒マンホールポンプ所 水位計修繕工事         ３２万円 

・下水道管修繕費                          １万円 

・下水道管理センター 維持管理業務委託           ２，１００万円 

・下水道管理センター 水質検査委託業務              １２万円  
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国民健康保険病院事業会計 

（担当：国保病院） 

医療機械器具等整備事業         決算額 ８０９万円（８０９万円） 

住民の皆様により良い医療サービスを提供するため、老朽化、故障した医療機器等の更新

及び新規導入しました。 

・薬品用冷蔵ショーケース  ・輸血検査用遠心機 

・離床センサーマット    ・電動ベッド 

・マットレス        ・エアマット 

・ストレッチャー      ・エアコン 

・錠剤粉砕機        ・水圧マッサージ器 

・末梢循環促進装置     ・避難用ヘルメット 

・避難用具         ・血圧ガス分析装置 


